
令和２年度
秋田県水防計画

主な改定点について

令和２年５月２８日

1

秋田県河川砂防課
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◇水防警報を行う河川（水防法第１６条）指定水位(水防団待機水位）、警戒水位（氾濫注意水位）を設定した河川
◇水位周知河川（水防法第１３条）水防警報に加えて、特別警戒水位（氾濫危険水位）を設定した河川
◇洪水予報河川（水防法第１１条）気象台と共同し、一定時間後に氾濫危険水位に達する予測等を発表する河川

令和元年度[A] 令和２年度[B]

（見直し前） （見直し後）

米代川水系熊沢川　観測所名：谷内　設置場所：八幡平字谷内　観測者：鹿角地域振興局建設部

警戒区域：鹿角市八幡平字永田根瀬（根瀬橋）～米代川合流点

         氾濫危険水位 ー ２．３０ｍ 今回変更

         避難判断水位 ー １．８０ｍ 今回変更

谷内水位観測所 備　　　考

区　　　　域 警戒区域外 警戒区域 今回変更

         氾濫注意水位 ２．００ｍ １．３５ｍ 今回変更

         水防団待機水位 １．５０ｍ ０．７５ｍ 今回変更

実務編４章 予報及び警報 水防警報・水位周知河川の追加指定

変更内容
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●洪水時の避難態勢の強化を図るため、水防警報・水位周知河川に熊沢川を追加指定

実務編P41～47

追加指定案

◆水防警報を行う河川：熊沢川の追加[３０河川(現在)→３１河川(追加指定後)]

◆水位周知河川：熊沢川の追加[２９河川(現在)→３０河川(追加指定後)]

◆洪水予報河川：変更なし [ １河川(現在)→ １河川(変更なし)]

熊沢川基準水位の変更

熊沢川

※本協議会にて追加指定承認後は、令和２年６月５日に、
水防法の規定に基づき、県公報でその旨を告示します。



資料編３章 水位観測所 県所管水位観測所の設定水位の変更

変更内容
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実務編P43

◆水防警報

◆

◆

笠岡水位
観測所

●設定水位変更河川：新城川 笠岡水位観測所
改修により河道断面が拡幅されたことから設定水位を見直し、住民の適切な危険周知および情報提供の充実を

図り、避難判断行動に繋げる。

新城川警戒区域

令和元年度 令和２年度

（見直し前） （見直し後）

区　　　　域 警戒区域 警戒区域 変更なし

氾濫危険水位 ２．３０ｍ ２．３０ｍ 変更なし

避難判断水位 １．７０ｍ １．７０ｍ 変更なし

氾濫注意水位 １．４０ｍ １．５0ｍ 今回変更

雄物川水系新城川　観測所名：笠岡　設置場所：下新城笠岡　観測者：秋田地域振興局建設部

笠岡水位観測所 備　　　考

水防団待機水位 １．２０ｍ １．３０ｍ 今回変更

笠岡：基準水位の変更
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資料編５章 予報及び警報

変更内容

●県管理河川での水防警報の発表形式の変更 P124を抜粋

■市町村、水防本部（河川砂防課）には、これまでと変
わらず、電話による受信確認を行う。

■気象台、県警、総合防災課、自衛隊には、これまでど
おりＦＡＸ送信をするが、その後の電話による受信時刻
と受信者名の確認を省略する。

※ただし、自衛隊だけは、警戒レベル３以上で部隊の勤
務体制を変更するため、水位が避難判断水位（レベル
３）に達した時のみ電話による受信確認を行う。 電話による

受信確認を省略
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変更案

令和元年度
試行で一年間実施した結果、支障なし。

令和２年度以降
本格運用を開始する。
ただし、必要がある場合は、これまでと同様に水防支

部（各地域振興局建設部）から関係機関に対し、電話に
よる受信確認を行う。

資料編P123～P125


